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Fig.１ 測定方法（概略図） 
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〔はじめに〕 

  体液粘度が生活習慣病などのマーカーとな

る可能性を指摘する多くの研究がある。例えば、

Tamarizら[１]は、成人 12881人の健康状態を

10 年にわたって追跡して、血液粘度の値が大

きいほど糖尿病発症の危険率が大きいという

調査結果を報告した。また、伊藤[2]は、健常

者に比べて歯周病患者の唾液粘度の値が大き

いことを指摘している。したがって、血液・唾

液などの体液粘度を簡便迅速に評価すること

ができれば、健康管理に有効な検査法となるこ

とが期待される。しかし、一般に体液は採取で

きる量が少ないため、既存の粘度測定法による

評価が難しい。 

〔目的〕 

微量な試料の粘度を簡便・安定に測定できる

粘度評価方法を開発することが本研究の目的

である。 

〔方法〕 

液体の表面張力を 、流体と円管内壁との接

触角を 、円管内径を 、粘性係数を 、侵入距

離を 、流動時間を とすると、 

 
の 関 係 式 が 成 り 立 つ [3] 。 こ こ で

である。この関係式を用いて

粘度を評価する測定系を構築した。毛細管を水

平に固定してその直下に光センサーを配置し、

毛細管内を試料が流れる時間を測定した（Fig.

１）。試料溶液として、純水およびショ糖溶液

（10、20、30、40、50 wt％）を用いた。 

〔結果〕 

流動距離の二乗を横軸にとり、流動時間を縦

軸にとったグラフが Fig.2 である。グラフの傾

き を Washburn’s Slope と定義する。各試料の

測定結果より Washburn’s Slope を導出し、化学

便覧記載の粘度との比較を行った。化学便覧記

載粘度と我々の測定値との間によい相関が見

られた（Fig.3）。 

〔結論〕 

ガラス毛細管内の流動を記録することによ

って試料溶液の相対的な粘度を評価すること

ができた。微量な体液向け粘度測定装置への応

用が期待できる。 
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Fig.2 測定結果（純水） 

Fig.3 化学便覧記載の粘度と

Washburn’s Slope の比較 
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